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日本情報考古学会第23回大会

奈良先端科学技術大学院大学開催のご案内

日本情報考古学会 第23回大会は、奈良先端科学技術

大学院大学 (奈良県生駒市)で開催いたします。第 23

回大会は、“情報考古学"の一般講演を中心に、大会を行

いたいと思います。これまでの大会と同様に、多くの学

会員のご発表、ご参加をお待ちしております。

また、今大会では、科学研究費基盤 CAl「データ科学

の新領域の開拓一文化財データ解析一」との共催で、文

イ   とその情報解析に関して、特別講演およびパネ
ルディスカッションも併せて行う予定です。考古学や文

化財科学のデータ解析に関わるテーマでの一般講演につ

きましても、学会員・一般の方々の応募をお待ちいたし

ております。

なお、大学から徒歩 15分の開離に近鉄けいはんな新線

「学研北生駒」駅が開通しました。大阪方面からは、地

下鉄中央線経由乗り換えなしで、約 30分でこの駅に到着

いたします。また宿泊を希望される方のためには、大学

のグストハウスに、若干の部屋を用意しております(有

粉。大会実行委員会までお問い合わせください。

一開催日程、概要など一

日時 :平成 19年 3月 24日 (J、 25日 (日 )

会場 :奈良先端科学技術大学院大学

先端科学技術調査センタ‐研修ホール

日程 :研究発表の申込み締切  2月 16日 (金)

請華端苦3こ判票稿の締切  3月 6日 (火)

大会 :3月 24日 (∋ 一般講演、特別講演、懇親会

3月 25日 (日 )一雌 、パネルディスカッショ

ン 行0

パネルディスカッション 0特別講演オーガナイザー :

=辻利一 (大阪大谷大朝

村上征勝 (同志社大学文化情報学部)

コーディネイター :津村宏臣 (同志社大学文化情報学部)

第23回大会実行委員長 :植村俊亮

(奈良     大学院大学情   究科)

大会実行委員 :金谷―朗

(大阪大学基礎工学研究科)

一偏調晴爾寅一

科学研究費基盤 lAp「デ
_夕科学の新領域の開拓一文

化財データ解析一」との共催で、特別講演会・パネルデ

ィスカッションを開催いたします。

特別講演では、東京学芸大学の二宮修治教授に、『文

4L財科学と文化の情報一文化財の材質的特性と分析値の

意味―』 修礎∋ と.題した講演をお願いしておりま丸

黒曜石の産地推定や陶磁器類の生産地推定などで実践さ

れる分析化学的研究の現状や、多岐にわたる分析法の特

長や限界などのお話をいただく予定です:情報考古学と

も親密性の高い、最新の文化財科学の現状と課題をご紹

介いただきます。皆様のご参加をお待ちしております。



一研究発表の募集について一

第 23回大会では、“情報考古ギ'の原点に立ち返り、

特定のテーマを設定した募集を行いませれ 多くの学会

員の研究発表応募をお願いいたします。また、パネルデ

ィスカッション・牛親1儒績で取り上げる"文化財科学'領

域のテーマにつきましてもt 崎情報考古学"と 関連する

内容の研究発表を、広く応募いたします。

なお、お申し込みをいただきました内容につきまし

ては、事務局ならびに大会実行委員会、理事会などを通

じ、査読を実施し、採否の結果は、改めてご連絡申し上

げます。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

第23回大会での一般講演をご希望の方は、

・発表題目

・発表者

・所属

・連絡先 (住所 口電話・ファックス・電子メーノD

・発表に使用する機器

・400字程度の発表要旨

を 電子メール、ファックス、郵送のいずれかで次の申し

込み先までお申し込み下さい。電子メールをご利用の方

は、上記の項目を電子メールにて直接お送りください。

ファックス、郵送をご利用の方は、申込み用紙に印刷 0

記入のうえお送りください。

申込み用紙 (申 し込みフォーム)は、

http://m.ciso doshisha.ac.」 p/htsurFLIra/JSAI/

Moushikomi/MoushlkOmi.h如 |

からダウンロードいただけます。

申込銚]:        `

〒610-0394 京田辺市多 羅々都谷 1-3

同志社大学文化情報学部 津村研究室内

日本脚 考古   局

Tel。 /Fax. :0774-65-7664

E―mail :htsllmuraOmail.doshisha.ac.jp

Cc: archeo―info― jimukyokuOiso naisto jp

(※電子メールをご利用の方は、お手数をおかけいたしますが、Ccア

ドレスにも同覇メールをお送りください。よろしくお願いいたします。)

申込〆切 :平成 17年 2月 16日 (金)

申し込みに関する詳細は、「大会案内」

http://m.ciso doshishao ac。 」p/htsttura/JSAI/

Talka1/Taikai.html

をご参照願います。

一研究発表について一

1)発表内容

遺物 0遺構形状の計測技術、あるいはそれらのデータ

の計量分析、理化学的データの収集とその解析手法、考

古学的事象をめぐるコンピュータ 0シミュレーション、

インターネシトなど新たな通信基盤を介しての研究者間

のデータ共有や共同研究をめぐる技術、多様な考古学的

情報に関わる幅広い分野の学際的研究を募りますご

2)発表時間

質疑応答を含んで、発表 1件当り30分を予定していま

す。(発表件数などによつて変更することがありますので

ご了承ください。)     `

3)講演論文集用の原稿提出

講演論文集原稿は、A4版    で九 原稿の枚数

を厳守の上、偶数ページに収まるよう作成下さい。原稿

作成の詳細につきましては、発表申し込みの採否の結果

と併せて、申し込みをいただいた方々に改めてご連絡さ

せていただきます。また、

http://www.cis.doshisha.ac.」 p/htSLmura/JSAI/

Moushikomi/Moushlkomi.html

からダウンロードいただけます。



また、講演論文集原稿には、必ず 600宇程度の要旨 日本情報考古学会第22

をつけて下さい。この要旨は、学会誌である『 情報考古   日本情報考古学会第22回大会は、平成1舗円月23日 ∈D,
学』に大会発表報告として掲載されますので、あらかじ  24日 (日 )の二日間、早稲田大学戸山キャンパスにおいて、

めご了承のほどをよろしくお願いいたします。 早稲田大学文学部考古学研究室のご協力を得て、開催さ

れました。大会において発表された研究内容は以下の通

講演論文集原稿提出先 : りです。

〒610-0394 京田辺市多々羅都谷 1-3

同志社大学文化情報学部 津村研究室内 <第―日目〉

日本情報考古学会事務局             第1部 考古学 0文化財科学の一般発塞
1 13:15-13:45

Tele/Fax. :0774-65-7664 石井好 (都立航空工業高等専門翔 、永井康寛

鏡の東遷(2)E―mail :htsumuraOmail.doshisha.ac.jp

_、               Cc: archeo― info―jimukyoku@ise naiste jp 研究難た2 13:45-14:15

(※聯 メールをご利用の方は、おE刊陸|おかけいたしますが、Ccア  石井好 (都立航空工業高等専門翔 、永井康

ドレスにも同響 ―ノ貶:お送り0港い。よろしくお肌 いヽたします。)  東遷説
の証明(2)

研勢冒発錫曼3 14:15-14:45

原稿提H/切 :平成
“

年 3月 6日 (ガ 必着  霧彙旨親華期刻睦二の1変遷
一古代神話の    その考古学的整合性について その2-

4)予稿集の編集について 一体憩 1445-15m―

ご送付いただいた原稿を直接写真製版いたしますので、  研究発表4 15:00-15:30
筆者による校正の機会はありません。完全原稿を御提出  三辻利一 (大阪大谷大切 、羅善華鮮 国 梨花女子大り 、

下さい。なお、提出された予稿の原稿は、願Jとして返 頭ミ曇梶理碧彗た額薦琴諫彬錫可
却いたしません。予め各自でコピーを保存して下さい。

5)発表資格                      麹 ―ヤツション① 考古情報のアーカイブと標準化
略 表5 15:30-16:00~    

発表者に一人以上の会員が含まれることが応募の条件  小川司 (静岡大学大朝 、八重樫純樹 (静岡大→
となりま九                       週跡脚 の標準化規格適用に関する事例研究

一静岡県磐田市の遺跡情報を例に一
6)発表機材

OI・Pカ ジェクタと液晶プロジェクタカ利 用できま丸  軍籍藤馨 理署磐11  個樹 二大勃
その他の機材が必要な方は、事務局に御相談ください。   期      の統合的情報システムの構築

一Marps帥蹴を用いた時空間情報アーカイブー

研究競た716:30-17:00

朽木量 (千葉商科大切
地域の文化資産をうなぐ新しいネットワークの構築
一「wema」を用いた住民投稿型ヴァーチャルミニージアムー

3

―懇親会 180「2000-



〈第二日目〉

特別記念講演 10:00-11:30

宇野隆夫 (国際日本文化研究センター)
シルクロー ド考古学研究と情報考古学

―休憩 1130-1390-

第3音5 セッション② 遺物 0遺構遺跡の形状情報の解析
研究発表8 13:00-13:30

河嶋壽一 (龍谷大→ 、木下陽介、吉井康人

寺院金具の紋様の3次元デジ
"唯
元への試み

石汗ラ七多吝豪曼9  13:30-14:00

早川裕一 (東京大学大初 、津村宏臣 (同志社大詢 、

大村幸弘 (中近東文化センター)

簡易レーザー距離計を用いた遺跡および周辺地域の地形測量

研究発表10 14:00-14:30

モンゴル 0ウランヘルム遺跡の研究
一北方ユーラシアにおける古代・中世交流史の解明に向けて一

―休憩 143卜 1445-

第4部 セッション③ 考古景観の時空間情報の解析
研究発表11 14:45-15:15

植木武 (共立女子短期大朝 、吉野諒三 (統計数理研究所)、

村上征勝 (同志社大詢

宮城県の縄文貝塚 一ALu一括集計一

研究発表12 15:15-15:45

津村宏臣 (同志社大→ 、大村幸弘 (中近東文イヒセンター)
AIStt Lttect hKaman‐ Lle呻

,

‐Develophg d撻血 eo‐Infomatt and Technolo野 ‐

研究発表13 15:45-16:15

阿児雄之 ,亀井宏行 (東京工業大→
地理情報による遺跡調査情報の統合
一エジプトアル・ザヤーン神殿西遺跡の調査を通じて一

「情報考古学」の

本学会の研究論文誌「情報考古学」Vol。 12,No。 2は、

第 23回大会時に刊行・配布予定です。また、次々回大会

時 (9月 )には、Vol。 13,No.1を刊行・配布予定で丸

多くの会員の方からの投稿をお待ちしております:投稿

に関するご連絡および投稿は、下記の植木会誌編集委員

会委員長までお願いいたします。

連絡先 :

〒101-8433 東京都千代田区一ツ橋 2-2-1

共立女子短期大学生活科学科

植木武 (会誌編集委員会委員長)

Tel :03-3237-2524  Fax :03-3237-2692

費納入のお願L

今年度、学会事務局を移転いたしました。会計な

どの事務処理をよリスムーズに移行することなどを

鑑み、本年度より新たに振 り込み用の銀行日座を開

設いたしました。また、当分の間、従来の郵便口座

ならびに銀行日座も利用できる体制を維持いたしま

す。本年度の会費未納入の会員の方につきましては、

改めまして、下記口座の方に、会費5000円 の納入を

お願い申し上げます。また、領収書につきましては、

事務局宛に請求をいただけますと、会費の納入が確

認でき次第、折り返しお送 りさせていただきます。

会員各位におかれましては、学会運営をスムーズに

行 うため、なにとぞ会費の納入にご協力をお願い致

します。また会員数の増加も緊急の課題です。会員

数倍増に向けご協力をお願い致します。

会費納入先 :

銀行振込 (※こちらを優先的にお願いいたします)

振込先 南都銀行 京田辺支店

口座番号 普通 0301986



し /

名称 日本情報考古学会事務局 津村宏臣

郵便振込 (従来の振込用紙もご利用いただけます)

口座番号 01040-2-30981

名称 日本情報考古学会事務局

広告掲載につい

日本情報考古学会報に、今後も継続的に広告を掲

載し、会報の郵送費等に当てることができればと考

えております。会員の皆様もお心当たりがございま

したら、ご紹介下さい。

員選挙のお願し

今年度は、本学会の役員 (理事・監査)改選の時

期になっております。現在、年会費の納入状況と会

員の連絡先情報などを整理 し、被選挙人名簿の作成

を急いでおります。会費の納入がお済みでない会員

の方は、重ねまして、よろしくお願いいたします。

近々、皆様には改めましてご案内を選挙管理委員 (情

報・統計系担当理事 :佐藤宏介理事、考古・文化財系

担当理事 :宇野隆夫理事、事務 :津村宏臣)よ りお

送りさせていただきます。ご協力のほど、よろしく

お願いいたします。

演論文集バックナンバーのご案

日本情報考古学会は、2005年で 10周年を迎え、

多くの会員の方にご協力をいただき、20回の大会を

開催して参りました。これまでの大会では、一般講

演・特別講演の方々のご報告内容を、発表要旨集と

いう形で大会参加者に配布させていただいて参りま

した。そうしたなかで、学術界にもおよぶ近年の成

果主義の風潮もあり、発表要旨ではなく、学術的査

読を行つた講演論文集にして広く研究成果を問いた

い、という声が寄せられることが多くなりました。

そこで、今後の学会活動をさらに活発に行うため、

21回大会から、講演論文集としてリニューアルをい

たしました。現在、2006年 3月 (第 21回)大会と、

9月 (第 22回)大会の講演論文集 (Vol。 1,Vol。2)が

発行されました。次回 23回大会では、講演論文集

Vol。 3を発行予定です。講演論文集は、会誌『情報考

古学』と両輪をなしt皆様のご協力で、優れた 0新

しい研究成果の公開の場として発展させていきたい

と考えております。

また、講演論文集のバックナンバーにつきまして

は、学会事務局で取り扱っております。研究発表大

会にご参会いただけない会員の方々には、1500円に

て配布させていただいております。

し
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